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平成２９年度 第３回 

 

 

 

帯広市廃棄物減量等推進審議会 議事録 
（概要） 

 

 

 

 

 

 

日時 平成３０年２月２０日（火） 

午後４時～ 

会場 帯広市役所１０階 第３会議室 

 

 

 

 

出席委員（１４名）   帯広市（８名） 

  

    
青 田 委員          川 端  市民環境部長    

岡 田 委員          梅 村   清掃担当調整監 

兼 子 委員                  一 森   指導担当課長 

上 谷 委員          岸 浪  課長補佐 

木 川 委員          櫻 田  課長補佐 

齊 藤 委員                  西 本  ごみ減量係主査 

高 田 委員                  生 駒  ごみ減量係主任 

中 川  委員          中 村  ごみ減量係主任補 

沼 尾  委員 

枦 川 委員 

前 川 委員 

水 上 委員 

柚 原 委員 

渡 邊 委員 

（18 名中 14 名出席） 
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・川端市民環境部長挨拶 

・渡邊会長挨拶 

 その後議事に入る 

 

議事（渡邊会長により進行） 

 

１．平成３０年度一般廃棄物処理実施計画（案）ついて 

事務局（櫻田課長補佐）説明  

 

会  長） はい。ありがとうございました。ただ今事務局の方から、平成３

０年度一般廃棄物処理実施計画（案）について説明をいただきまし

たけれども、今説明いただいた内容について何かご質問ですとか、

あるいはご意見ありましたら発言いただきたいと思います。いかが

でしょうか。はい。どうぞ。 

 

委  員） ４ページの適正排出の啓発・指導で、不法投棄対策のところで、

発見された廃棄物については関連機関と協力し適切な措置を講じ

るとあるんですけど、実際に今までも不法投棄というのは多分起こ

っていると思うんですけど、その時にどういった対策、措置をとっ

たのかというのを聞いてみたいんですけど。どういったことをした

んですかね。 

 

事 務 局） 不法投棄に関しましては、早期発見して早期対応ということで、

投げられている場所にまた新たに投げられるというケースがやは

り多いので、早めに対応するということになるんですけれども、ま

ずは私どもで通報を受けたり、またパトロールで見かけたりという

ことで、現場に行って、その時に投げた物から名前が出てくるケー

スですとか、いろんなケースがあるんですけれども、名前が出てく

ればその人に不法投棄はしては駄目ですよと注意しながら対応し

ていくわけですけれども、場合によっては量が多いですとか、いろ

んなケースがあるんですけれども、そういった場合には警察との協

力を得ないと解決していかないというケースもありますので、ケー

スによっては警察にも協力をお願いして対応を願うというような

状況もあります。 

あとどうしても、不法投棄といいますか、廃棄物処理法の法律上

のくくりというかつくりになるんですけど、それぞれ土地の管理者

がきちっと自分の土地を管理しなければならないという部分があ

るものですから、そういう意味では頻繁に起こる場所の土地管理者
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ですとか、私用地もありますし公共用地もありますし、そういった

部分の持ち主の方に不法投棄されないような対策といいますか、看

板を立てるとか、そのままほったらかしにしないで片付けるだとか、

そういった自己防衛についてもやっていただきたいというお話を

しながらやっているというのが現状です。 

 

会  長） 私もちょっと乗っかって聞いちゃっていいですか。不法投棄とい

うと一般のイメージでは産業廃棄物みたいなイメージが多いと思

うんですけど、いわゆる家庭ごみの不法投棄も結構あるもんなんで

すか。 

 

事 務 局） どちらかというと新聞等に載っているものは結構、産業廃棄物の

大量投棄というものが多いんですけど、帯広市内の中ではそういっ

た不法投棄は実は少ないんですよね。どちらかというとポイ捨てが

一番多いんですけど、ポイ捨てについてはどうしても名前が出るケ

ースは少ないものですから、なかなか見つけられないというところ

もあるんですけれども、帯広の森だとか人気の無いところに家庭ご

みを、例えば大型ごみであったりテレビであったりを投げていくと

いうのが一番多いケースですね。 

 

会  長） 出てるごみ自体は、それで発見した場合、市の方で回収している

んですか。現実というか実態としては。 

 

事 務 局） 実態としては、市で回収する部分が多いんですけれども、土地管

理者の責任でやらなきゃならないというルールで、道路とか公園が

実は多いものですから、そういう意味では都市建設部ですと帯広市

役所のそういったところの担当になるんですけれども、そちらの方

でやっていただくということで。最終的にはうちの方に流れてくる

という結果になるんですけれども。 

 

会  長） わかりました。いいですか。この機会に聞きたいことがあったら

聞いておいた方がいいと思いますよ。 

 

委  員） ごみの処理の方法、スプレー缶とかって前まで穴を開けて出す感

じだったと思うんですけど、今は開けないで中身を使い切ってとい

う方法なんですけれども。回収する際とか、した後に中身がまだ残

っていて爆発する、そういった可能性が残されているじゃないです

か。そういったものについての対策とかってどういったものを考え
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ているんですか。 

 

事 務 局） スプレー缶というのはいわゆる家庭で鍋やる時に使うカセットボ

ンベをイメージしていただければと思うんですけど、主にそれが多

いんですけど、結果、中にガスが残っていてごみ回収車で回収する

時にガスが残っていると爆発します。火が出ます。ごみの回収車が

全部燃えちゃったということは無いんですけれども、煙が出てくる

と。中でくすぶっている状態で。いわゆるかちかち山状態みたくな

って非常に危険と。周りの市民の方も危険だし、作業している人も

危険だしということで。本当は穴が開いている方がいいんですけれ

ども、穴開けする作業の中で、帯広ではないですけれども札幌や全

国的にも穴開けすることによる事故が発生したということで、いわ

ゆる国、環境省というんですけど、その環境省の方から穴開けしな

いで回収しなさいという指導もあったことでそういう形なんです。

ただ、基本はやっぱり使い切ってもらうこと。どっちにしても使い

切りというのが一番大事で。使い切ってからカセットボンベとわか

るように出していただければこちらも回収する方も安全に回収で

きるし、穴開けの工程、この間、リサイクルプラザを見ていただい

た時に、専用の穴開け機も導入して安全に処理するように今やって

います。はい。 

 

会  長） はい。ありがとうございました。回収する側としては穴開けて抜

いてくれた方が安全なんだけど、市民の安全を優先したということ

なんですね。我々もできるだけ全部使い切って危険のないように捨

てるように注意したいですね。いいですか。 

 

委  員） はい。 

 

会  長） では、その他何か質問ですとか。はい、どうぞ。 

 

委  員） 資源ごみのことなんですけど、資源ごみの日に車で来て持って行

く人がいるんですよね。新聞とかダンボールとか。ああいうのはち

ょっと言えるのでしょうか。法律的には差し支えはないのでしょう

か。持って行くことは。 

 

会  長） これは前も問題になりましたね。 

 

事 務 局） 俗に言う持ち去りの。清掃事業課にもたまにお電話があって困っ
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ているというお話もございます。他の都市では条例を作って規制を

しているところもございます。条例については全国的に見ると３

０％以下となっていまして、北海道では少し前の調査によると、４

つの市町村しか条例化していないということもございます。自分た

ちが出したごみを勝手に触られるですとか、登校時間に車がウロウ

ロするとかそういうこともありますので、今、いろんな状況を見定

めながら、他都市の状況を見ながら対応しているところなんですが、

とりあえずはきた苦情についてはパトロールをして市の方で対応

してございます。というのは、市の方も市民と約束をして出してい

ただいている、やっているものですから、帯広市としては好ましく

ないということで注意をさせていただいて今のところ対応させて

いただいている状況でございます。 

 

会  長） よろしいですか。 

 

委  員） はい。 

 

会  長） 今後、そういったことで気になったら清掃事業課に相談していい

んですかね。 

 

事 務 局） はい。お問い合わせいただいて状況等確認させていただいて対応

させていただきたいと思います。 

 

会  長） 町内会の集団回収でも倉庫があるところはいいですけど、裸で出

しているところは持って行かれちゃったりしてるんですよね。ごみ

を出している我々が業者に持って行かないでということは言える

んですかね。 

 

事 務 局） 注意しても構わないと思うんですが、トラブル等がありますので

まずは清掃事業課までご相談いただければと思います。 

 

副 会 長） 一番大変なのはね、一週間に一回のＳの日というのがある。あの

時に出されるのが、道路に出されるのが困るんです。あれは持って

行くなというのは言えない。集団でやって町内で固めたものを持っ

て行ったらそれは言える。ですがＳの日、道路に出された場合は言

えない。僕らもこれは条例を作って罰して欲しい。これは帯広だけ

ではなく、札幌なんかでも大騒ぎしてね。非常に難しい問題なんで

すね。出す人はいらないから出した。でも、資源回収をやっている
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団体の方からは貴重な財産だと。これが悩みなんですよね。僕らの

町内の中ではＳの日に出さないでくださいというチラシを入れて

協力するしかないんです。子供会に出してとか。Ｓの日に出さない

でと。 

 

委  員） 子供会にも出しているんですけど、やっぱり資源ごみの日にも結

構出てくるんですよね。 

 

副 会 長） Ｓの日はたくさんいます。 

 

会  長） ごみを家に貯めておくのも大変ですからね。資源といっても早く

出したいでしょうからね。 

 

副 会 長） あるうちの敷地内に入ったものであればこれは訴えることができ

るわけですけれどもね。だから私の家の中には倉庫とかそういった

ところにね置くところを作って。そっから持って行ったらこれは盗

難。それ以外の道路上では言えないのが現状です。 

 

会  長） はい。どうぞ。 

 

委  員） 持ち去ったものというのは現金化されるんでしょうか。その後っ

ていうのはわかっていらっしゃるんでしょうか。 

 

事 務 局） 一般的なお話で言うと資源物としてお金に交換しているというよ

うには思っています。 

 

会  長） おそらく持って行っている人は素人さんではないんですよね。清

掃事業課も言い難いんで、何となく誰がやっているのは何となくは

わかるんだろうけど。現行犯でも何でもないものだから難しいとこ

ろもあるんでしょうね。はい。どうぞ。 

 

委  員） ちょっとごみのこととはかけ離れるかもしれないんですけど、私

の知り合いが、隣に農家を辞めて引っ越してきたおばあちゃんがお

家を建てて、ごみを平気で沢山燃やすらしいんですよ。自宅の前で

ね。農家でずっとごみを焼いてた習慣があって。洗濯物を干そうと

すると「奥さんこれからごみを燃やすから洗濯物を干さないように」

と言われるらしいんです。結構有害な煙も出るみたいなんです。そ

ういう時どこかに相談したら。直接言うことはなかなかできないの

で。どこか相談して注意をしてくれるところがあるんでしょうかと
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いう相談を受けたんです。ごみを何でも燃やしちゃうんです。プラ

ごみも全部。 

 

会  長） 広い意味でごみの問題ですけれどもどうですかね、これ。 

 

事 務 局） 廃掃法では野焼きは禁止されていて、野焼きはしてはならないと

いうことになっているんです。 

 

委  員） 煙の出ている時に、お電話したら注意とかパトロールとかやって

もらえるのでしょうか。 

 

事 務 局） 清掃事業課あるいは環境都市推進課の方にご連絡いただければ時

を見て対応させていただきます。どこまでできるかということはあ

りますけれども。 

 

委  員） はい。わかりました。ちょっと相談を受けたものですから。 

 

事 務 局） お芋焼いたりですとかは一般常識としてそこまでは注意できない

ですけれども。 

 

会  長） 程度の問題の難しいところですよね。解決できるかどうかはとも

かく、相談はしてもいいということですね。清掃事業課にね。 

 

事 務 局） そうですね。 

 

会  長） 清掃事業課に相談ということでね。その他いかがでしょうか。関

係することであればなんでも結構ですけども。では、これ以上なけ

れば続けて、次の議題の２、一般廃棄物処理基本計画の実施状況と

今後の取組み、これについての説明をいただいた上で、また質疑応

答の時間をとりたいと思いますので。そうしましたら事務局の方か

ら実施状況と今後の取組みの方の説明をお願いいたします。 

 

２．一般廃棄物処理基本計画の実施状況と今後の取組みについて 

事務局（岸浪課長補佐）説明  

 

会  長） はい。ありがとうございました。今、一般廃棄物処理基本計画の

実施状況と今後の取組みについて、９つの重点施策に沿って説明を

いただきましたけれども、この説明の内容について何かご質問、ご

意見、関係すること等何かありましたら自由に発言いただきたいと
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思います。いかがですか。どうぞ。 

 

委  員） 重点施策の２のところなんですけど、環境学習会の実施のところ

に回収されたペットボトルの３０％が汚れていたりしてリサイク

ルできていないというふうに言っていたんですけど、それって環境

見学会とか以外にもっと市民に広く知ってもらうこととして何か

取組みとかってあったりするんですか。 

 

会  長） どうですか。 

 

事 務 局） 去年調査させていただきまして大体この程度だということで数字

を掴んだわけでございます。それで今回、ゴミュニティメール、３

月に全戸配布させていただくのですが、そこでこの部分をもう一度

改めて市民の皆様にご協力をいただいて分別していただいていま

すが、再度改めて適正排出をお願いするということになってござい

ます。 

 

委  員） ありがとうございます。 

 

会  長） はい。どうぞ。 

 

委  員） 周知、徹底等に関してなんですが、様々な場所でそういう減量等

について話していることはあると思うんですが、その際に実際的な

数値って。資料１でいうと、２８年度の一人当たり９２３ｇですね

というようなことは結構おさえられているんですか。 

 

事 務 局） 計画の達成状況ですね。この部分は正直、今年はどうなってて帯

広市にはあとどの位減らすというような周知というのは今現在行

っていないところなんですけれども。といいますのは、今、市民に

ご協力をいただきながら昨年度来少しずつごみが削減されてきた

ところで、あまりにも乖離しているものですから、市民の方たちの

やる気が出ない可能性もございますので、その他のデータ、例えば

先ほど櫻田補佐からありましたが、主要１０市と比べてどうなのか

とか、全国の自治体と比べてどうなのか、北海道の全部の自治体と

比べるとどうなのかというような表現の仕方で市民にお伝えをし

て、もう少し頑張っていただいて目標値に近づけたいなと考えてお

りまして、今度の計画を変えていく話の中では当然審議委員の方に

は、今どんな数値になってて、どの位離れているというお話しはし
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ていかなければならないとは考えてございます。 

      今、お二方からご意見、ご質問があったんですけど、例えば先程

のプラスチックの３０％がごみになっちゃうとか。今言ってもらっ

たように一人当たりのごみの量がこれ位だとか。こういうこととい

うのはプラスチックが何でごみになるのかというのはそのまま出

しちゃうから、汚れているからごみになる。例えばペットボトルの

ジュースが残っていたり、中にごみが詰められたりしちゃうからご

みになっちゃうんだよと。あと、一人当たりが何ｇですと言っても

わからないですよね。数字で言ったって。だからそういう意味でご

意見あったようにこっちの伝えたいことの見せ方というのもいろ

いろ工夫が必要だなと今感じたところです。これからそういうこと

を発信していく意味では今いただいたご意見も参考にさせていた

だきます。ありがとうございます。 

 

会  長） はい。ありがとうございます。プラスチック容器は難しいですよ

ね。丸ごと入っていたら駄目なのは誰でもわかりますけど、じゃあ

綺麗に洗わなきゃいけないとかってどれ位洗えばいいのかとかで

すね。割とそれぞれだとあんまりわからないんじゃないかなと。う

ちは凄く綺麗に洗って出しているんですけど。全員がそこまでやら

なくちゃいけないというのは大変ですものね。中身が全部出ている

のは当然として、洗ってあった方がいいのかというのも機会を見て、

また周知できるといいと思いますね。特に若い人はわかりにくいで

すよね。飲んで全部飲みきればいいのかなとか。飲みきっていれば

大体何とかなるものですか。やはりゆすいだ方が。 

 

事 務 局） 中に糖分が残っていますので、ゆすいでいただいた方が。 

 

委  員） 家庭ごみなんかは結構ゆすいで出す方も多いと思うんですけど、

ボックスの所に置いてあるのは洗わないですよね。ああいうのはど

うなるのでしょうか。自動販売機の横に置いてある。 

 

事 務 局） 自動販売機やコンビニエンスストアとか。それはそのままごみに

なるか別のリサイクルルートというのがある場合もありますし。そ

れは我々が処分する部分と別なルートになるんですよね。我々は家

庭系ごみということになりますので。 

 

委  員） 重点施策の８番なんですけど、剪定の枝の７月と１１月の無料回

収があるのを初めてここでわかったんですけれども、これはゴミュ
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ニティメールとかにも載っているんですか。 

 

事 務 局） この部分についてはまだゴミュニティメールにはご紹介しており

ません。実施するところがみどりの課というところになっておりま

して、そちらのホームページと広報おびひろに掲載しております。 

 

委  員） ７月なら１ヶ月とか１１月の１ヶ月とか、何日とかですか。 

 

事 務 局） 土曜日。１日限りですね。 

 

会  長） いつあるかわかってから切らないとね。 

 

副 会 長） これは持って行かなきゃ駄目なんです。僕は運動としては町内を

回って欲しいというのがね。 

 

会  長） それも周知に努めていただきたいと思います。 

 

副 会 長） これはチップにしますんでね。公園の木は市でやる場合、全部チ

ップにして持って行くんですよ。ところが一般の住宅はここまで持

って行かないと駄目なんです。それでも大分進歩なんですよね。 

 

会  長） これは去年２回やりましたけれども、今年も２回できそうな感じ

なんですか、それとも今年は１回位ですか。 

 

事 務 局） 今のところ前年度と同様にと考えております。 

 

会  長） ２回を目指しているということですね。はい。ありがとうござい

ます。集めてくれるだけでもありがたいですけどね。費用もかかっ

てますしね。その他いかがですか。一般廃棄物処理基本計画の実施

状況と今後の取組みについて。はい、どうぞ。 

 

委  員） 重点施策の７番の、最後におっしゃっていたディスポーザの件な

んですけど、認可待ちということだったんですけど、例えばここに

ある生ごみ堆肥の容器とか電動生ごみ処理機の購入の助成みたい

なのはディスポーザがもし認可になったら補助とか出るようにな

るんでしょうか。 

 

会  長） どうですかね。これ。 
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事 務 局） 清掃事業課はですね、ご説明したように減量化・資源化の促進に

つながるということでディスポーザがどうかということで検討し

ていたんですが、今の他都市の状況などから見ますと普及率もそん

なに上がっていない。それから効果については４０％程の普及率が

ないと効果が出ないという話になっていまして、まずは許可をして

ですね帯広市民の方がどれだけ使うかという状況を見ながら購入

助成の方も考えていきたいというか、検討まではいかないのですが、

調査を続けていきたいなというふうに考えてございます。 

      付けられる特徴といいますか、結構高価なもので付けるとなると

１０万円以上かかると言われています。あと、付けられるところも

帯広どこでも付けられるものでもないんですよね。地域が限定され

る予定なんですよ。それと持ち家・借家の問題、持ち家の人は付け

られるけれどアパートの人は付けられない場合もあるですとか、公

平感というのも助成する際には考えなくてはいけないなと。農家の

家にも付けられる場合と付けられない場合とがあるだろうと。そう

いった公平性もやはり助成するとなると考えなくてはいけないと

いうこともあって今の時点では助成は考えていないと。 

 

委  員） 例えば認可が下りたとしても申請していって、例えばうちで付け

たいんですと言ってお宅の家は付けられますよ、付けられませんよ

というのがあるということですか。 

 

事 務 局） まず手続き的には水道施設なので水道課の方に申請をしてもらう

と、ここは対象の地域なので付けられますよ、地域ではないので付

けられませんよという回答があって、専門の業者さんがいますので、

そういった方を通しての手続きになろうかと思います。 

 

会  長） はい、ありがとうございます。使う人にとっては便利なものです

からね。ですから、使えないよりは使えた方がいいでしょうけど、

まだ補助して本格的に推進するというところにはもう一歩先とい

うような感じなんでしょうね。 

 

事 務 局） 先ほどご説明したように承認待ちでございますから、あくまでも

予定の状態でありますので、はっきり決まった段階で改めてご説明

させていただきます。 

 

会  長） またこの場で説明があるかと思います。年度が明けてからですね。

その他ございますか。はい、どうぞ。 
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委  員） 重点施策の４のゴミュニティメール第３５号で３キリ運動の啓発

と書いてあるんですけど、３キリ運動をあまりよくわかっていない

ので、少し説明いただけるとありがたいのですが。 

 

事 務 局） 食べキリ、使いキリ、水キリをいいまして。食品ですね、必要以

上に買わない、買ったものは全部食べきるですとか、あと最後にご

みに出す時は水を切って出してくださいという運動です。 

 

委  員） はい。わかりました。 

 

会  長） はい。どうぞ。 

 

委  員） ディスポーザの話もようやく認可のところまできたのかなと思っ

て、感慨深いのですけれども、高齢化進んでますので、高齢者の方

には生ごみは重たいごみになりますので、こういうものが使えると

いうのは非常に良いことだと思ってますので、是非助成の方もゆく

ゆくは考えていただければなというふうに思います。一方、生ごみ

のことでお話がありましたけれども、食品ロスの関係で宴会五箇条

ですか、とても良い取り組みだったと思います。私も見させていた

だいて宴会の時にチラシを配ったりしましたけれども、宴会だけじ

ゃなくて家庭で出来ることもやはり今の３キリ運動もそうですけ

ども、もっとＰＲしていく必要があるのかなと思っています。生ご

みが燃やせるごみの中で一番重たいごみですので、それを少しでも

減らすことが大事だと思います。我が家では、りんごを食べる時に

テレビでやっていたんですけど、こういうふうに割って皮を剥くと

皮と中の芯が残るんですけど、我が家では最近、１センチに輪切り

にして食べるようになって。そうすると中の芯も本当の芯しか残ら

なくて。生ごみが随分減ったよとうちの奥さんも言ってたので、そ

ういった細かい情報なんかも周知していくことがごみの減量につ

ながっていくのかなと思いますので、是非生ごみ減量に取り組んで

いただければと思います。 

 

会  長） ありがとうございます。ちょっとしたアイディアみたいなものを

広報を通じて伝わっていくと良いんじゃないかなというご意見だ

と思います。そのへんも引き続き努力をしていただきたいと思いま

す。その他いかがでしょうか。ございませんか。何か今日、説明が

あったこと以外でも何か清掃行政ですとか、ごみ関係のことで何か

ご質問やご意見があればこの場でいただきたいと思いますが、いか
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がでしょうか。はい、どうぞ。 

 

委  員） さっきの話に戻るのですが、きっと１人当たりのごみの量じゃな

くてモデルケースを作って、こういう家庭ならこういうごみの量が

望ましいというような数字があればもっとイメージしやすく、減量

に積極的に取り組みやすいかなということを言わせていただきま

す。 

 

会  長） 大学生らしい意見ですね。大きくひとつは帯広市の計画としての

達成目標というのと、またそれと平行して市民一人一人がどんなこ

とを気をつけて、どの位何をどう減らしたらいいのかということを

イメージとして示せるといいんじゃないかということですよね。そ

れはそうですよね。それも引き続きこの場でご意見をいただいて具

体的に広報等で知らせることの出来るように考えていただけたら

と思います。ありがとうございます。その他いかがですか。はい、

どうぞ。 

 

委  員） 先ほどの初めのごみの方での質問を一つし忘れていたんですけど、

９ページの抜根等の中間処理で、許可業者が７社あるが、市内に処

理施設が不足しているってことで、具体的にどの位不足というか、

不足の具合はどの位なのかなと。 

 

事 務 局） 抜根というのは木の根っこですね。いわゆるくりりんセンター、

見学していただいた施設では燃えないんです、太いから。それで専

門の業者さんがいわゆる砕く機械があるので、そこで処理するよう

な形なんですよ。現在、回収して歩く業者さんはあるんですけど、

いわゆる持って行って砕く機械を持っているというところが不足

していると。どれだけ不足しているというのは数字的には押さえて

おりませんけれども、例えばこの間の台風で木が倒れただとか、そ

ういった時はかなり不足するだろうし、通常だったらストックして

おけば貯めておけば何とか処理できるのかなという気はするんで

すけど、そういったことも含めて災害の時も含めてもうちょっとあ

った方が安定的に処理できるのではないのかなというところです。 

 

会  長） 抜根というのは建設業から出る。 

 

事 務 局） そういう事業系のものもありますし、自家用もないわけではない

ですね。 
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会  長） はい、ありがとうございます。そろそろ１時間１０分過ぎてきま

したけれども、何かこの機会にご質問ですとか、ご意見ありました

らご発言ください。よろしいですか。今日の説明も覚えていただい

て、また次回にもいろいろこれからこの審議会の間々でもいろいろ

お気づきになることもあるかと思いますので、また次回の審議会の

時にもご意見いただけたらと思います。 

      今日は活発にいろいろ意見をいただきましてありがとうござい

ました。今日出た意見ですとか、いろいろな提言ありましたので事

務局の方ではそれを踏まえて今後の取り組みを進めていただきた

いと思います。そうしましたら最後に事務局から何かありましたら

お願いいたします。 

 

事 務 局） 本日の審議会の報酬についてでございますけれども、３月５日に

ご指定いただいてございます口座に振り込みを予定してございま

すのでよろしくお願いいたします。以上でございます。 

 

会  長） はい、ありがとうございました。また次回の審議会については事

務局の方からお知らせあるかと思いますのでまたよろしくお願い

いたします 

それではこれで今日の審議会を終了したいと思います。本日は誠

にありがとうございました。 


